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▼
石

油

貯

蔵

施

設

立
地
対
策
等
基
金
を
造
成

　

坂
出
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

て
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
制
定
案
の
審
査
過
程
に

お
い
て
、当
局
よ
り
、こ
の
条
例
案

は
、
坂
出
市
立
病
院
に
お
け
る
医

師
確
保
対
策
の
一
環
と
し
て
、診
療

科
部
長
を
新
設
す
る
こ
と
に
伴

い
、
病
院
医
師
の
特
殊
勤
務
手
当

の
う
ち
、
研
究
手
当
と
医
務
手
当

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
審

査
の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
了

承
し
た
。

　

ま
た
、
坂
出
市
石
油
貯
蔵
施
設

立
地
対
策
等
基
金
条
例
制
定
案
の

審
査
過
程
に
お
い
て
、
当
局
よ
り
、

こ
の
条
例
案
は
、
香
川
県
石
油
貯

蔵
施
設
立
地
対
策
等
補
助
金
事
業

の
う
ち
、
単
年
度
事
業
と
し
て
実

施
が
困
難
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
、

複
数
年
度
に
わ
た
る
基
金
の
造
成

を
行
う
こ
と
で
、
施
設
の
円
滑
な

整
備
を
図
り
、
石
油
貯
蔵
施
設
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
住
民
の
安
全

を
守
り
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
た

め
、
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
あ

る
と
の
説
明
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、異
議
な
く
原
案
を
了
承
し
た
。

総
務
消
防
委
員
会

▼
保
育
園
の
子
育
て
支
援
環
境

整
備
事
業
に
つ
い
て
議
論

　

平
成
21
年
度
坂
出
市
一
般
会
計

補
正
予
算
案
の
審
査
過
程
に
お
い

て
、
当
局
よ
り
、
公
立
保
育
所
子

育
て
支
援
環
境
整
備
事
業
に
つ
い

て
、
現
下
の
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
し
、
子
供
た
ち
の

個
性
や
適
性
に
応
じ
た
保
育
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
健
や
か
な
発
達

が
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
保
育
環
境
の

整
備
を
図
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。

　

当
該
事
業
に
つ
い
て
、
公
立
７

園
に
つ
い
て
保
育
助
手
を
雇
用

し
、
保
育
環
境
の
整
備
を
図
る
も

の
で
あ
る
が
、
今
後
、
民
間
保
育

園
に
お
い
て
も
委
託
事
業
と
し
て

実
施
予
定
で
あ
る
と
の
補
足
説
明

を
受
け
、
委
員
よ
り
、
保
育
制
度

は
児
童
福
祉
法
第
２
条
に
お
い
て

公
的
責
任
が
明
確
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
保
育
行
政
に
お
け
る
公
平

性
の
観
点
や
こ
れ
ま
で
の
民
間
保

育
園
の
貢
献
度
等
に
か
ん
が
み
、

当
該
事
業
に
関
し
て
は
、
公
立
、

私
立
に
か
か
わ
ら
ず
、
可
能
な
限

り
同
時
に
実
施
で
き
る
よ
う
要
望

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
異
議
な

く
原
案
を
了
承
し
た
。

教
育
民
生
委
員
会

▼
一
般
会
計
補
正

予
算
案
を
了
承

　

平
成
21
年
度
坂
出
市
一
般
会
計

補
正
予
算
案
の
審
査
過
程
に
お
い

て
、
当
局
よ
り
、
今
回
の
補
正
予

算
案
は
、
早
生
み
か
ん
の
袋
か
け

完
熟
栽
培
を
行
う
高
付
加
価
値
化

支
援
事
業
を
実
施
し
、
ま
た
、
消

費
者
の
安
全
・
安
心
を
守
る
上
で

の
施
策
を
展
開
し
て
い
く
も
の
等

で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
り
、
審
査

の
結
果
、
異
議
な
く
原
案
を
了
承

し
た
。

環
境
経
済
委
員
会

▼
一
般
会
計
決
算
は
継
続
審
査
に

　

平
成
20
年
度
坂
出
市
一
般
会
計

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内

容
が
広
範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る

た
め
、
日
程
、
審
査
方
法
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
審
査
終
了
ま
で
の

継
続
審
査
と
し
た
。

　

委
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
別
府 

健
二　

○
若
杉 

輝
久

　

野
角 

満
昭　
　

楠
井 

常
夫

　

吉
田 

耕
一　
　

大
藤 

匡
文

　

葛
西 
吉
弥　
　

山
条 

忠
文

　

（
◎
委
員
長　

○
副
委
員
長
）

決
算
審
査
特
別
委
員
会

▼
室
町
谷
内
線
道
路
改
良
事
業

の
推
進
に
反
対
意
見

　

平
成
21
年
度
坂
出
市
一
般
会
計

補
正
予
算
案
の
審
査
過
程
に
お
い

て
、
委
員
よ
り
、
室
町
谷
内
線
道

路
改
良
事
業
に
係
る
物
件
移
転
補

償
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

関
し
、
当
該
事
業
の
推
進
に
反
対

す
る
意
見
が
出
さ
れ
、
全
会
一
致

に
至
ら
ず
、
採
決
に
よ
り
原
案
を

了
承
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
坂
出
駅
北

口
地
下
駐
車
場
事
業
特
別
会
計
決

算
認
定
の
審
査
過
程
に
お
い
て

は
、
委
員
よ
り
、
当
該
駐
車
場
の

西
側
出
入
り
口
に
つ
い
て
、
道
路

と
の
接
続
が
悪
く
、
利
用
者
に
不

便
を
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

該
駐
車
場
の
利
便
性
の
向
上
及
び

交
通
事
故
の
防
止
を
図
る
た
め
に

も
、
西
側
出
入
り
口
の
改
善
策
を

早
期
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
当
局
か
ら
は
、
改

善
策
の
必
要
性
は
十
分
認
識
し
て

お
り
、
周
辺
道
路
の
整
備
と
あ
わ

せ
て
、
今
後
、
前
向
き
に
検
討
し

て
い
き
た
い
と
の
考
え
が
示
さ

れ
、
審
査
の
結
果
、
異
議
な
く
認

定
し
た
。

都
市
建
設
委
員
会

▼
病
床
利
用
率
の
向
上
に
向

け
た
一
層
の
取
り
組
み
を

　

平
成
20
年
度
坂
出
市
立
病
院
事

業
会
計
決
算
認
定
の
審
査
過
程
に

お
い
て
、
委
員
よ
り
、
平
成
20
年

度
は
病
床
利
用
率
が
67
％
と
、
前

年
度
と
比
較
し
て
３
ポ
イ
ン
ト
以

上
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、
当
局
の
説
明
を
求
め
た
。

　

当
局
か
ら
は
、
国
の
医
療
費
適

正
化
に
よ
る
平
均
在
院
日
数
の
短

縮
等
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
黒
字
経
営
を
維
持
す
る
た
め

に
材
料
費
等
の
経
費
を
削
減
す
る

な
ど
、
今
後
も
経
営
努
力
を
続
け

て
い
く
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
委
員
よ
り
、
職
員

の
懸
命
な
努
力
に
よ
り
前
年
度
を

上
回
る
純
利
益
を
計
上
し
て
い
る

こ
と
は
評
価
す
る
が
、
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
３
年

連
続
で
病
床
利
用
率
が
70
％
未
満

の
病
院
は
病
床
数
の
見
直
し
が
適

当
と
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
交

付
税
に
算
定
さ
れ
る
１
病
床
当
た

り
の
単
価
が
、
本
年
度
か
ら
増
額

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
利
用
率
の
向

上
に
向
け
た
一
層
の
取
り
組
み
を

求
め
る
要
望
が
あ
り
、
審
査
の
結

果
、
異
議
な
く
認
定
し
た
。

市
立
病
院
運
営
・
整
備
等

特
　
別
　
委
　
員
　
会


